
101 

領
化
の
は
め
に

江
戸
時
代
中
期
の
足
羽
神
社
(
福
井
市
足
羽
一
丁

目
鎮
座
・
旧
県
社
。
式
内
社
に
被
比
定
)
の
嗣
官

羽
敬
明
(
牧
田
敬
明
)
は
、
夙
に
越
前
園
地
名
・

神
社
史
研
究
の
鳴
矢
と
し
て
知
ら
料
、
そ
の
著
『
足

羽
社
記
略
』
は
、
単
な
る
古
社
の
縁
起
に
留
ら
ず
、

重
要
な
地
誌
と
し
て
本
県
嶺
北
の
地
誌
史
上
光
彩
を

放
っ
て
来
た
。
し
か
し
、
敬
明
の
国
学
史
上
に
お
け

第
一
に
掲
ぐ
べ
き
業
績
は
、
『
足
羽
社
記
略
』
で
は

無
く
、
近
世
期
唯
一
に
し
て
最
初
で
あ
る
『
日
本
三

代
実
録
』
の
註
釈
書
『
日
本
三
代
実
録
故
事
考
』
を

し
た
こ
と
に
所
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
よ

り
後
に
成
立
し
た
尾
州
藩
の
河
村
秀
根
・
益
根
父
子

に
よ
る
『
続
紀
集
解
』
と
共
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
遺
憾
な
こ
と
に
福
井
で
は
敬
明

)
の
国
学
者
と
し
て
の
評
価
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は

た
だ
『
足
羽
社
記
略
』
の
評
価
を
も
っ
て
彼

一
)
の
学
績
を
論
ず
る
向
き
が
多
い
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら

足
羽
敬
明
名
号
考足

立

計

尚

じ

足
立

足
羽
敬
明
名
号
考

従
来
の
彼
に
対
す
る
評
価
は
今
後
大
い
に
見
直
さ
れ

る
べ
き
段
階
に
来
て
い
る
も
の
と
筆
者
は
痛
感
し
て

いマ
φ
。
更
に
云
え
ば
、
敬
明
は
た
だ
神
主
と
し
て
、
荒
廃

し
た
る
名
社
、
足
羽
神
社
の
再
建
、
社
家
の
位
階
昇

進
に
つ
い
て
朝
廷
に
入
説
・
尽
力
し
た
の
み
で
は
な

く
、
そ
の
足
跡
は
、
越
前
国
学
の
始
祖
的
存
在
と
し

て
か
か
る
大
著
を
も
の
し
た
こ
と
に
あ
る
。
い
わ
ば
、

敬
明
の
後
、
井
上
翼
章
・
高
田
保
浄
・
岡
野
吉
孝
・

梅
田
高
起
と
続
く
越
前
国
学
史
の
上
で
、
看
過
す
べ

か
ら
ざ
る
人
物
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

さ
て
、
国
学
者
と
し
て
の
敬
明
像
は
、
こ
れ
ま
で

筆
者
が
、
『
足
羽
社
記
略
』
の
書
誌
学
的
研
究
を
は
じ

め
と
し
て
、
そ
の
著
作
と
伝
記
史
料
に
つ
い
て
柳
か

愚
見
を
提
し
て
来
足
。
し
か
し
、
国
学
者
敬
明
を
国

学
史
上
の
中
に
位
置
づ
け
る
に
は
、
ま
づ
、
敬
明
白

身
が
京
都
遊
学
中
に
誰
と
交
わ
り
誰
に
師
事
し
た
か

と
い
う
問
題
が
最
重
要
課
題
に
な
る
よ
う
に
思
考
す

る
。
今
日
、
こ
う
い
っ
た
国
学
者
の
伝
記
的
研
究
は

『
神
道
大
系
』
の
刊
行
や
、
各
国
学
者
の
研
究
書
、

ま
た
多
数
の
論
文
類
の
発
表
に
よ
っ
て
、
さ
か
ん
に

研
究
が
行
わ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
ま
だ
有
力
な
地

方
の
国
学
者
の
中
で
、
そ
の
伝
記
・
学
績
等
に
つ
い
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て
本
格
的
な
f

研
究
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
の
な
い
人

物
は
あ
ま
り
多
く
に
及
ん
で
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る。
谷
省
吾
氏
が
「
国
学
史
の
実
態
は
、
従
来
の
概
説

の
説
く
と
こ
ろ
よ
り
、
は
る
か
に
幅
は
広
く
、
内
容

も
多
彩
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
起
こ
と
は
、
こ

の
よ
う
な
越
前
国
学
史
の
実
態
を
研
究
す
る
上
で
も

重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

即
ち
敬
明
の
伝
記
研
究
も
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
考

察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
幅
の
広
い
研
究
の
成
果

が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
考
す
る
次
第
な

の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
先
述
し
た
如
く
、

敬
明
の
著
述
と
伝
記
史
料
を
中
心
に
そ
の
研
究
を
進

め
て
来
た
が
、
本
小
稿
で
は
、
こ
こ
で
視
点
を
変
、
ぇ

も
り
は
る

て
、
「
敬
明
」
と
い
う
彼
の
名
号
を
取
り
上
げ
て
考
察

し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
「
敬
」
字
の
訓

「
敬
明
」
の
「
敬
」
字
は
、
『
大
漢
和
辞
典
』
(
諸

橋
)
』
の
記
載
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
名
乗
り
に
使

用
さ
れ
る
訓
と
し
て
、
「
タ
カ
」
「
ヒ
ロ
L

「
ユ
キ
」
寸
ヨ

シ
」
「
ノ
リ
」
「
ハ
ヤ
L

「
ウ
ヤ
」
「
ト
シ
」
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
の
人
名
辞
典
類
に

は
、
「
タ
カ
L

な
ど
、
『
大
漢
和
辞
典
』
記
載
の
訓
に

よ
っ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

中
で
も
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
神
道
人
名
辞
典
』

(
桝
盟
主
併
附
月
、
)
に
、
「
あ
す
わ
よ
し
あ
き
し
と
あ

り
、
『
コ
ン
サ
イ
ス
日
本
人
名
辞
典
』
に
は
、
「
ア
ス

ハ
タ
カ
ア
夫
」
と
見
、
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

先
年
筆
者
が
翻
刻
し
、
紹
介
し
た
足
羽
神
社
宮
司
馬

来
田
善
敬
氏
蔵
の
『
馬
来
田
家
公
文
職
系
図
記
』
草

稿
本
に
、
「
敬
明
ι-
の
訓
を
寸
モ
リ
ハ
ル
」
と
明
記
し

て
お
り
よ
っ
て
、
筆
者
は
、
こ
の
度
の
『
福
井
県
大

百
科
事
典
』
(
肝
成
配
地
一
献
一
位
恥
)
に
も
そ
の
訓
を
用
い
た

の
で
あ
る
。

さ
て
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
一
般
に
「
敬
」
の
名

乗
り
と
し
て
、
寸
モ
リ
」
と
い
う
訓
は
見
当
た
ら
な

lv 

『
和
学
者
総
覧
』
に
も
「
敬
」
字
を
用
い
た
人
名

タ
カ
カ
ズ

は
多
い
が
、
例
え
ば
「
小
出
敬
一
(
尾
張
国
、
国
玉

ア
ッ
フ
ミ

神
社
洞
官
)
」
「
土
井
敬
文
(
筑
前
回
)
L

の
よ
う
に

「
モ
リ
」
と
訓
ま
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
「
敬
明
」
は
如
何
な
る
出
拠
に
よ
り
「
敬
」
字
の

訓
を
「
モ
リ
し
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
敬
」
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
、
『
大
漢
和
辞
典
』
に
、
「

θ
つ
つ
し

む

0
0い
ま
し
め
る
。
②
う
や
ま
ふ
。
⑮
う
や
う
や

し
い
、
@
躍
を
い
ふ
。
」
等
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
訓
の
み
な
ら
ず
意
味
上
か
ら
考
え
あ
わ
せ
る
と
、

自
然
と
当
代
の
神
道
及
び
国
学
思
想
を
想
起
す
る
の

で
あ
る
。
最
近
筆
者
は
当
代
多
く
の
門
弟
を
輩
出
し
、

そ
の
教
義
が
地
方
神
道
家
の
問
で
も
流
行
を
見
た
崎

門
学
の
提
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
る
山
崎
闇
斎
(
元
和

ら
ぞ
な

四一

M
l
天
和
二
止
す
の
字
(
敬
称
と
し
て
本
名
と
は

別
に
名
乗
る
も
の
)
に
、
「
敬
義
」
が
あ
る
が
、
こ
れ

が
「
モ
リ
ヨ
シ
」
と
訓
ず
る
こ
と
が
西
依
家
伝
来
の

閤
斎
自
撰
守
山
崎
家
譜
』
自
筆
本
に
明
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。
即
ち
こ
の
家
譜
に
は
「
正
保
三
一

年
丙
成
春
三
月
五
日
壬
子
、
以
父
君
ノ
命
イ
復
一
J

本
氏

シ
テ
ヒ
モ
リ
ヨ
シ
ト

一
一
、
而
以
レ
嘉
ヲ
篤
レ
名
ト
、
宇
日
敬
義
一
、
以
山
闇
ヲ

ヅ
ケ
ニ

号
レ
斎
、
称
、
ン
テ
呼
ブ
(
以
下
略
)
」
と
見
え
て
お
り
、

し
か
も
こ
の
書
に
は
振
仮
名
が
付
さ
れ
、
更
に
自
筆

で
あ
る
こ
と
か
ら
「
モ
リ
ヨ
シ
」
と
称
し
た
こ
と
は

疑
い
が
な
い
。
そ
こ
で
問
題
の
所
在
は
、
足
羽
敬
明

が
果
し
て
、
崎
門
学
の
系
統
に
属
す
る
か
否
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
見

て
み
た
い
。

三
、
足
羽
敬
明
の
学
統

敬
明
の
学
統
に
つ
い
て
は
次
の
事
実
が
知
ら
れ
る

一
、
『
足
羽
社
記
略
』
に
は
、
山
崎
闇
斎
の
高
弟
で
京

都
下
鴨
神
社
洞
官
(
極
位
正
三
位
)
で
あ
っ
た
梨
木
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祐
之
(
一
昔
」
一
d
l
)

が
序
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
。

一
一
、
司
馬
来
田
家
公
文
職
系
図
記
』
草
稿
本
に
よ
る

プ
サ
ア
キ

と
、
敬
明
の
養
子
と
な
っ
た
足
羽
英
明
(
貞
享
二
年

ト一
U
z
-
-
2

正
徳
四
年
一
配
)
は
、
も
と
、
京
都
河
合
神
社
権

称
宜
梨
木
祐
燦
そ
の
人
で
あ
り
、
祐
之
の
同
族
で
あ

る
梨
木
氏
で
あ
っ
た
こ
と
。

三
、
敬
明
が
梨
木
祐
之
の
大
著
『
日
本
逸
史
』
に
註

釈
を
加
え
た
『
日
本
逸
史
故
事
考
』
(
寛
保
元
年
m
r
J
U

九

月
成
立
)
を
著
述
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
『
日
本
逸

史
故
事
考
』
(
臨
時
一
昌
一
軒
叫
ん
献
料
は
、
)
奥
書
に
、
「
日
本
逸

史
我
先
師
編
集
也
(
下
略
)
」
と
見
え
る
こ
と
。

四
、
『
足
羽
社
記
略
』
草
稿
本
(
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵

松
下
見
機
書
入
本
)
の
表
紙
見
返
に
、
「
享
保
七
年
冬

発
京
授
之
松
下
見
様
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
下
見

擦
が
『
足
羽
社
記
略
』
を
削
添
・
加
筆
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
こ
と
。

以
上
の
四
点
に
よ
り
敬
明
の
学
統
を
め
ぐ
る
人
々

を
図
式
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

山
崎
間
斎

i
梨
木
佑
之

1
1

足
羽
敬
明

松

下

見

林

松

下

見

様

L

(

i

は
推
定
)
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足
立

足
羽
敬
明
名
号
考

こ
の
図
式
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
「
足
羽
社
記
略

を
め
ぐ
っ
て
」
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

推
定
し
た
師
弟
関
係
に
つ
い
て
再
考
す
る
と
、
見
擦

に
敬
明
が
自
著
の
添
削
を
受
け
た
か
ら
と
い
っ
て
即
、

そ
こ
に
師
弟
関
係
を
推
定
す
る
こ
と
は
柳
か
早
計
で

あ
っ
た
と
反
省
す
る
。
即
ち
、
他
の
国
学
者
や
漢
学

者
の
例
か
ら
見
て
、
古
人
は
一
文
を
成
す
と
必
ず
師

友
に
回
覧
し
、
そ
れ
を
取
捨
し
て
定
稿
と
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
従
っ
て
訂
正
を
加
え
た
人
物
が
果
し
て

師
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
と
思
考
す
る
か
ら
で
あ

る
。
む
し
ろ
見
様
と
敬
明
は
い
わ
ば
学
問
の
友
で

あ
っ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
見

様
は
、
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
と
、
旧
姓
坂
上

氏
で
、
寛
文
七
年
(
一
六
六
七
)
福
井
に
生
ま
れ
て

い
る
。
二
一
歳
で
上
洛
し
て
高
松
藩
医
で
硯
学
の
松

下
見
林
門
下
に
入
り
、
や
が
て
二
二
歳
の
時
、
見
林

の
女
を
妻
と
し
て
、
養
子
と
な
り
、
松
下
姓
を
嗣
い

だ
人
物
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
敬
明
に
と
っ
て
は
、
同

時
代
に
生
き
た
越
前
出
身
の
学
聞
の
友
で
あ
っ
て
、

見
様
と
敬
明
の
遊
学
の
舞
台
も
京
都
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
両
者
の
学
問
的
交
わ
り
は
、

充
分
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
敬
明
は
、
梨
木
門
下
に
連
な
る

主
要
な
門
弟
の
一
人
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
、
「
敬
」
字
の
訓
と
山
崎
闇
斎

あ
だ
な

さ
て
、
「
敬
明
」
と
闇
斎
の
字
、
「
敬
義
」
の
「
敬
し

の
訓
に
つ
い
て
、
そ
の
語
義
を
中
心
に
考
察
し
て
み

た
し
。近
藤
啓
吾
氏
は
、
「
山
崎
闇
斎
に
於
け
る
敬
説
の
轄

回
L

(

ト
詩
型
一
一
一
献
一
点
課
…
到
腰
砕
)
に
お
い
て
、
闇
斎
が
「
モ

リ
L

と
訓
ん
だ
こ
と
は
、
こ
れ
が
「
心
を
守
る
の
意

で
あ
り
、
自
己
の
純
粋
な
本
心
を
邪
念
に
侵
入
さ
れ

ぬ
よ
う
に
守
る
の
音

r
と
し
、
い
い
か
え
れ
ば
、
こ

れ
は
寸
真
の
自
己
の
確
立
維
持
で
あ
る
。
L

と
し
た
閤

斎
の
「
敬
L

字
の
解
釈
に
よ
る
訓
み
で
あ
る
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
更
に
氏
は
、
闇
斎
の
「
敬
」
字
に
対

す
る
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
「
主
一
無
適
(
一
を
主
と

ゆ

し
て
適
く
な
し
)
と
説
い
た
北
宋
の
学
者
、
程
伊
川

や
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
南
宋
の
学
者
、
朱
子
の
思
想

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
そ
の
「
敬
」
字

解
釈
の
思
想
的
裏
付
け
ま
で
も
明
確
に
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
闇
斎
に
お
け
る
「
敬
」
説
に
つ
い
て
、

彼
が
寛
文
一
一
年
と
い
う
学
問
思
想
上
の
重
要
な
転

回
期
を
へ
て
、
「
敬
」
は
、
清
明
正
直
の
紋
え
の
理
論

と
し
て
、
新
た
な
意
義
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
に
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ま
で
、
そ
の
考
証
を
発
展
、
解
明
さ
れ
て
い
る
。

闇
斎
に
お
い
て
、
「
敬
」
字
を
「
モ
リ
」
と
訓
ず
る

こ
と
は
、
彼
の
学
問
見
識
・
学
問
思
想
の
上
で
大
き

な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
た
だ
単
に
、
儒
学
・

漢
学
趣
味
に
よ
る
よ
う
な
訓
み
で
は
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
足
羽
敬
明
と
闇
斎

ち
凶
作
』
九
百

以
上
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
山
崎
闇
斎
の
字
、
「
敬

義
」
は
、
闇
斎
の
学
問
思
想
上
、
重
要
な
見
識
が
内

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
敬
明
は
む
し
ろ
師
、

梨
木
祐
之
よ
り
も
、
祐
之
の
師
、
閤
斎
の
学
に
直
接

傾
倒
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。

敬
明
は
、
寛
文
一
二
年
ご
六
七
二
)
に
、
福
井

藩
士
の
渥
美
新
右
衛
門
友
信
の
子
と
し
て
生
れ
、
足

羽
社
司
、
牧
田
治
部
丞
尚
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。

幼
名
は
、
右
京
で
あ
り
、
や
が
て
京
師
に
遊
学
し

て
、
堂
上
諸
家
と
交
わ
る
が
、
山
崎
闇
斎
は
敬
明
一

O
歳
の
時
、
即
ち
、
天
和
二
年
二
六
八
二
)
に
残

し
て
い
る
か
ら
、
敬
明
が
闇
斎
に
対
し
て
直
接
師
事

し
た
と
い
う
こ
と
は
ま
づ
考
、
え
ら
れ
な
い
。
故
に
、

「
敬
明
L

と
い
う
名
乗
り
も
閤
斎
よ
り
寸
敬
」
字
使

用
を
許
可
さ
れ
分
与
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

や
が
て
敬
明
が
、
崎
門
学
派
の
高
弟
、
梨
木
祐
之
に

師
事
す
る
こ
と
に
よ
り
、
闇
斎
の
「
敬
」
説
を
慕
い
、

名
乗
り
に
「
敬
L

字
を
用
い
て
「
モ
リ
」
と
訓
じ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
管
見
に
及
ん
だ
限
り

の
敬
明
の
伝
記
史
料
に
は
見
当
ら
な
い
。

し
か
し
、
筆
者
は
、
敬
明
が
名
乗
り
に
「
敬
L

字

を
使
い
、
「
モ
一
げ
ハ
ル
」
と
訓
じ
た
の
は
、
実
に
闇
斎

の
学
統
に
連
な
る
と
い
う
自
覚
と
誇
り
の
発
露
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
崎
門
学
が
は
や
く
も
敬

明
に
よ
っ
て
越
前
福
井
に
伝
藩
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と

の
一
つ
の
証
明
と
見
る
こ
と
が
出
来
得
る
で
あ
ろ
う

と
思
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

六
、
足
羽
社
家
の
「
敬
」
字

あ
だ
な

敬
明
以
後
、
足
羽
社
家
に
お
い
て
、
字
に
「
敬
」

を
使
用
し
て
い
る
者
が
い
る
。
一
人
は
、
先
に
述
べ

た
敬
明
の
養
子
、
梨
木
祐
俊
即
ち
、
足
羽
英
明
で
あ

る
。
『
馬
来
田
家
公
文
職
系
図
記
』
草
稿
本
に
は
、
英

モ
リ
ナ
ヲ

明
の
初
名
と
し
て
「
敬
直
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

カ
ネ

更
に
、
社
家
五
四
代
足
羽
善
包
の
初
名
に
も
「
敬

包
」
と
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
「
敬
直
」
に

つ
い
て
は
訓
み
に
振
り
仮
名
が
付
し
て
あ
る
の
で
疑

い
な
い
が
、
「
敬
包
」
に
つ
い
て
は
、
振
り
仮
名
が
付

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
敬
明
」
「
敬
直
L

の
例

の
如
く
「
モ
リ
」
と
訓
じ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
足
羽
神
社
で
は
、
累
代
の
嗣
官
の

中
に
「
敬
」
字
及
び
そ
の
訓
み
と
し
て
「
モ
リ
」
を

用
い
る
者
が
あ
り
、
社
家
中
興
の
祖
と
し
て
の
敬
明

に
対
す
る
景
慕
の
念
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
敬
明
の
後
喬
が
寸
敬
」
字
を
用
い
た
と

し
て
も
。
そ
こ
に
同
じ
く
崎
門
の
学
を
伝
承
し
た
と

は
考
え
難
い
。

七

、

結

語

以
上
考
察
し
、
述
べ
て
来
た
如
く
、
国
学
者
の
名

乗
り
に
は
、
そ
の
訓
み
で
さ
え
、
学
統
・
学
派
と
い

う
伝
記
研
究
上
重
要
な
問
題
を
内
在
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
ま
た
学
者
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
由
利
公

正
が
「
コ
ウ
セ
イ
」
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
中
根
雪

(4) 

江
が
「
セ
ツ
コ
ウ
し
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、

名
乗
り
と
そ
の
訓
み
に
は
、
各
人
の
学
問
思
想
や
政

治
思
想
、
そ
し
て
信
仰
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
々
あ
る
の
で
あ
る
。

「
敬
明
」
は
す
な
わ
ち
寸
モ
リ
ハ
ル
」
で
な
く
て

は
な
ら
ず
、
あ
ら
た
め
て
彼
の
学
の
深
き
を
思
う
の

で
あ
る
。

(
平
成
三
年
十
月
三
日
稿
了
)

1 註

足
羽
敬
明
の
伝
記
史
料
類
に
は
、
神
社
・
地
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名
の
研
究
著
述
と
し
て
『
越
前
田
式
社
地
名
考
』

が
見
え
る
が
、
伝
本
が
確
認
で
き
な
い
。
本
書

は
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
佐
伯
有
義
氏

が
、
足
羽
神
社
社
司
蔵
本
(
現
存
せ
ず
。
)
の
書

写
本
を
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

佐
伯
氏
の
文
庫
た
る
佐
伯
文
庫
が
、
氏
の
残
後

そ
の
所
在
を
明
確
に
し
得
な
い
こ
と
が
、
高
瀬

重
雄
氏
「
佐
伯
有
義
博
士
の
こ
と
ど
も
」
(
ト
坤
一
国

持
腕
一
制
捜
一
年
一
一
一
月
)
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

(2)

拙
稿
寸
足
羽
社
記
略
を
め
ぐ
っ
て
」
(
恥
時
制

4
世剛一一円滑
.4
特
一
課
一
一
棚
偶
)
、
「
足
羽
敬
明
の
著
作
L

(十一耕
4
1
明
工
嬬
一
一
明
一
羽
時
一
議
刊
。
)
及
ぴ
、
「
足
羽

敬
明
の
伝
記
史
料
に
つ
い
て
L

(
恥
盟
諸
班
、
一
説
L

会報一
O
号
)
等
。

(
3
)

谷
省
吾
監
修
・
高
倉
一
紀
編
『
岡
部
春
平
著

述
目
録
堅
室
著
書
一
覧
』
監
修
の
こ
と
ば
、
昭

和
六
二
年
三
月
刊
。

(4)

由
利
公
正
の
名
号
に
つ
い
て
は
別
稿
を
消
日

発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
中
根
雪
江
の
名

号
に
つ
い
て
は
既
に
論
文
が
あ
る
。

「
伴
五
十
嗣
郎
「
中
根
雪
江
名
号
考
」
J

/
「
若
越
郷
土
研
究
し
二
六
|
五
参
照
」
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